














要約:1 歳 6 か月児健康診査の事後事業として、養育上の問題のある幼児や保護者を対象

とした「母と子の遊びの教室(仮称)」の実施にあたって、その指針の作成を目的に、その

基礎的資料を得る目的で共同研究を行なっている地域における実態調査を行った。その結

果、かなりの地域において、「教室」が実施されている反面、まだ多くの問題を有してい

ることが把握できた。この事業を適切に実施することを考えるとき、対象となる幼児につ

いての基本的理解が必要であるから、1歳代幼児の発達と遊びの関連についても考察した。


